
１１．持続可能な取組体制の構築

東京都江東区立八名川小学校

ＥＳＤを継続的に進める工夫

１．組織等の工夫
校内研究の組織をそのままユネスコスクール・ＥＳＤの推進母体としています。
校長・副校長・研究主任の他、各学年と専科から１名ずつの推進委員で構成されます。
校内研究会は、研修会やワークショップの他、授業研究会を推進します。生活科・
総合的な学習の時間での授業実践が中心になります。
この他、１月末に特別活動・生活・総合で「八名川まつり」を設定し、全学年の児
童が、学級・学年毎にテーマを決めて、ＥＳＤに関する取り組みを発表・参加・参観
し合っています。
この時期の八名川まつりに向けて、各学年で児童の発表ができるように、教師側で
も計画的な取り組みが進みます。

２．学年毎に研究フォルダを作成
校内のパソコンに共有フォルダを
作り、そこに、年度毎に各学年の実践
資料を全て入れます。
研究授業をした単元の指導案、単元
展開表、本時案、授業用資料、保護者
等への依頼の手紙、ワークシート、児
童の作業例、学習過程にそった主な写
真、ビデオ、校内発表用のプレゼン資
料等を全て入れて、ＥＳＤ実践の散逸
をふせぎます。これが実践の継続・深
化につながります。

校内研究（ＥＳＤ）用のフォルダ

３．そのほかの工夫
全校保護者会や学校説明会でもユネスコ・ＥＳＤの理念を伝え、協力を得るようにし
ます。また、教育課程編成の際、ＥＳＤの視点からの見直しを図るようにしています。
年度末に学年毎の実践を５分間のプレゼンで紹介し合い、単元全体の実践の共有化を図
ります。年度末には、本年度の実践に基づいてＮｅｗ！ＥＳＤカレンダーの見直しをし
て、学年フォルダとともに次年度の担任に引き継ぐようにしています。全学年にＮｅ
ｗ！ＥＳＤカレンダーができていると、次の学年も、それに基づいて実践を考えられる
ので何よりも重要なものだと思います。
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第４学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校
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単元名「旅する地球の水」（１６時間） 単元名「ごみをもっと減らそう大作戦」（１６時間） 単元名「バリアフリーを考えよう」（１６時間） 単元名「１／２成人式」（１０時間） 

【ねらい】 

水道局やＪＩＣＡの方のお話を通して、水問題に

ついて考え、水を大切にするために自分たちがで

きることを考え、実践していく。 

 

【課題の把握】 

○地球上にある水の量や身の回りでどの

ように水が使われているか知る。 

○水道局や企業で水を大切にするために

どのような取り組みが行われているか

知る。 

【問題追究】 

○水を大切にするために自分たちができ

ることを調べる。 

【まとめ・吟味する】 

○調べたことをもとに、グループで具体策

を考え、シンポジウムに向けて準備を行

う。 

【発 展】 

○水を大切にするために自分たちに何が

できるかシンポジウム形式で話し合い、

校内に提案する。 

【地域人材・関係機関】 

○ＪＩＣＡ（世界の水事情について） 

○東京都水道局 

○サントリー「水育」出張授業 

【ねらい】 

清掃局の方のお話や埋立地の見学などを通して、

ごみ問題について考え、ごみを減量するために自

分たちができることを考え、実践していく。 

 

【課題の把握】 

○世界や日本のごみ事情について知る。 

○江東区の人口増加とごみ減少のグラフ

を見て考える。 

【問題追究】 

○ごみを減量するために自分たちができ

ることを調べる。 

【まとめ・吟味する】 

○グループごとに自分たちが取り組むご

み減量作戦を発表しあう。 

【発 展】 

○ごみ減量化アイデアへ応募したり、ごみ

ダイエット家計簿に取り組んだりする。 

【地域人材・関係機関】 

○えこっくる江東への見学 

○清掃事務所のふれあい体験（ごみすけ） 

○区清掃リサイクル課（ごみ減量アイデア公募・ごみダイエット家計簿の配布） 

【ねらい】 

体の不自由な方との交流会を通して、バリアフリ

ーやユニバーサルデザインについて考え、誰もが

住みやすい街のあり方について考えていく。 

 

【課題の把握】 

○体の不自由な方との交流を通して、誰も

が自分と同じ大切な存在であることを

感じる。  

○アイマスクや点字の体験などを通して、

体の不自由な方の大変さを知る。 

【問題追究】 

○誰もが住みやすい街を作るために、自分

たちができることを調べる。 

【まとめ・吟味する】 

○調べたことをもとに誰もが住みやすい

街のあり方について、グループで話し合

い、ポスターセッションに向けて準備を

行う。 

【発 展】 

○バリアフリーやユニバーサルデザイン

について調べたことをポスターセッシ

ョン形式で発表を行う。 

 

 【地域人材・関係機関】 

○社会福祉協議会 

○ＮＰＯ法人サイクルリング 

【ねらい】 

今までの自分の成長の様子を調べたり、将来の夢

を考えたりする活動を通して、保護者への感謝の

気持ちや前向きに生きていく意欲を高めていく。 

 

【課題の把握】 

○子どもの頃から好きだったものを仕事

にしている恐竜博士富田先生の話を聞

き、自分の子どもの頃の様子や将来の夢

について考える。 

【問題追究】 

○保護者や保育園・幼稚園の先生などにイ

ンタビューを行い、自分の成長の様子を

調べる。 

○将来なりたい夢について、インターネッ

トや図書資料などを使って調べる。 

【まとめ・吟味する】 

○調べたことをもとに、自分史の本を作っ

たり、１／２成人式に向けて、発表の準

備を行ったりする。 

【発 展】 

○保護者を招き、１／２成人式を行い、自

分の将来の夢について発表する。 

【地域人材・関係機関】 

○恐竜博士富田先生 

○保護者 

【俳句づくり】  朝の俳句づくり（週１日）＋句会（月１日） 

New! ESDカレンダー
総合的な学習の時間 第４学年 年間指導計画

総合的な学習の時間 第４学年指導計画

（教科横断的学習構造図）


